2024年度ゴンドワナ地質環境研究所（GIGE）事業報告
2024年度（2024年1月～12月）のゴンドワナ地質環境研究所（GIGE）本部実施事業の概要は以下の通りである。別に月別事業記録をリンクで示した。決算報告は３月確定申告後にGIGEホームページで公開する。
＜主な事業＞
1． 学生のヒマラヤ野外実習プログラム及び関連事業
（１）第12回実習ツアー（SHET-12）の準備（１月～2月）
（２）第12回学生のヒマラヤ野外実習ツアーの実施（3月）
実習ツアー（SHET-12）は2024年3月上旬に16/17日間、例年通りのプログラムで実施された。ツアーメンバーは、日本人学生が９大学から29人、ネパール大学生4人と中国とドイツの学生各1人に加えて一般市民３人で、会長、酒井哲弥島根大教授とトリブバン大学の教員2人がリーダー兼野外実習講師で総勢42人であった。日本出発は3月4/5日、中国国際航空やキャセイパシフィック航空でカトマンズ空港に５日に到着した。

翌６日午前中は実習ツアー予習セミナーで会長、酒井教授、ネパール科学技術アカデミーB.N. Upreti教授らの講義があった。午後はトリブバン大学生ら大勢に案内され、5組に分かれてカトマンズ市西部の世界遺産、スワヤンブナート寺院見学を行った。夜はトリブバン大学教員４人の参加を得て大学付近のネパールレストランで懇親夕食会が行われた。
７日～16日の間、野外実習ツアーコースは例年と同じカトマンズ－ポカラ－ムクチナート－ポカラ－ルンビニ－カトマンズを10日間、ハイウエイは大型バス1台、山岳地帯は中型バス２台で走破した。ツアー期間はおおむね良好な天候で、各所で見事なヒマラヤの景観を楽しみつつ、例年同様の実習を予定通り実施することができた。
SHET-12の航空運賃を除く実施経費総額は4,434,783円であった。財源は参加者による参加費3,930,557円と2組織と１個人による寄付金130,226円及びクラウドファンディング106,000円で、学生1人当たりの実施経費は93,867円、参加者各自による航空券購入代金の平均89,069円で合計182,936円であった。これに対して寄付金等による学生1人当たりの支援金が15,835円あり、結局学生1人当たりの平均参加費は167,101円であった。
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SHET-12 チーム、セティ川辺でアンナプルナ山群のマチャプチャレ峰をバックに
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ルプラの巨大リップル　　　　　　　　チャクタンコーラデアイ付近のSTDS露頭、下降片麻岩と

テチス層群の石灰質岩相が接触している。

（３）一昨年に導入されたネパール政府によるネパール国内野外調査に対する許可システムへの申請について、SHET-12では準備期間から実習ツアー実施期間にかけてトリブバン大学側と連絡・協議を重ねて調査の許可申請書、地質標本国外持ち出し許可申請書などの準備を進め、申請書をトリブバン大学教員よりネパール地質鉱産局に提出し、許可証の交付を受けた。このため、例年問題であった空港セキュリティでの岩石標本持出しへの厳しい検査や注文はあまり無かったが、見事な化石や鉱物資料は地質鉱産局と空港セキュリティで取り上げられてしまった。

（4）SHET-12の報告（3月～5月）：実施報告（概略）はGIGEホームページ（3月）のほか、日本地質学会NEWS（５月）で公開された。総合報告書「ヒマラヤ造山帯大横断2024」（会長編集、フィールドサイエンス出版発行PDF版391頁）は5月に発行された。
（5）SHET-13（2025年月実施予定）の情宣・参加者募集とツアー実施準備（5月～12月）：
インターネット、過去の参加者らのSNS、日本地質学会NEWS、地団研そくほうなどによるSHET-13の情宣が行われた。また、国内72地学関係教室対象に「ヒマラヤ造山帯大横断2024」（リンク）、SHET-13参加者募集ビラ及びSHET-13実施プログラムを送付し、教室での参加者募集の情宣をお願いした。参加希望者は5月からあり、11月30日には国内９大学からの学生18人、一般市民ら6人の合計24人の参加登録者があり、参加登録を締め切った。ネパール側との連絡と情報交換・参加登録者への諸情報・注意等の送付などが8月から12月にかけて行われた。

（6）SHETクラウドファンディング


2022年3月以来航空運賃やネパール国内旅費の高騰が続いており、航空運賃を含む学生参加費を20万円以下にするには外部資金導入が必須と判断されている。「学生にヒマラヤで学ぶ機会を！」クラウドファンディング（http://www.gondwanainst.org/cf）で広く一般の支援をお願いして来た。
2． 論文・書籍の執筆・編集・投稿・発行や学会・集会での講義・講演・発表
1 ネパールランタン谷の地学と自然災害ガイドブック（英文）のデータ整理と執筆・編集作業（1月～12月に随時）。
2 IAGRや地団研など国内外の４学会や橋本市民大学など一般向けの４集会などでの学生ヒマラヤ関連の発表・講演・講義。
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IAGRシンポジウム（マレーシア）で講演するInna Safonova（Peter Cawood座長）
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＜その他の事業・活動など＞
★会長の既発表論文など（1963年～2024年）の集冊編集作業（6月～8月）。
★会長による既発表論文数編のデジタル化やPDFファイル作成とそれらのResearch GateとGIGEホームペーへのアップロード（1月～12月随時）。

★昨年12月に土砂災害を受けた長野県のGIGE

白馬分室（木漏れ陽荘）は、この12月下旬から再開した。

2024年12月25日
吉田　勝
ゴンドワナ地質環境研究所（GIGE）会長

http://www.gondwanainst.org/
648-0091和歌山県橋本市柱本147－2 

E-mail: gondwana@oregano.ocn.ne.jp
Tel & Fax: 0736-36-7789　Cellphone & SMS: 080-6112-7789
取引銀行：三菱UFJ銀行阿部野橋支店
（普通預金口座）口座番号6601226　
口座名義：ゴンドワナ地質環境研究所　
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吉田と大会組織委員長のNagarajan教授








